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実りの秋、菜園でどろまみれ・・・
神川第 2保育園は、国道18号線の大屋地籍から、北に約 1km入 った新興住宅地にあり、昭和43年に

園児数 100名で開園しました。年々住宅とともに園児も増え、今年は園舎を増築、現在園児数140名

と大きくなりました 。

まわりは、雑木林で自然環境にめぐまれ、あ き地を利用した菜園をつ くっています。実りの秋、 園

児たちは菜園の収穫作業をどろにまみれてい っ しょうけんめい、そし て、とれたおいもの 「やきい

も大会」 を楽しみにしているこのごろ です。 (神川第 2保育園長)

竹
卜
耳
、
す
ん
さ
人

内
国
ト
心
ま
い
さ
人

型i'Ll 

什 H
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tL 1I 

市長相談日
「市民と市長の日」を12月1日(木)午前9
時から午後4時まで、市役所3階rb長室
で行います。お気軽におでかけください。

ー喝←ー吻戸→←一平一+ー→一ート「侍一命一一→ーーや一司同一・一-~・-~・

農地問題相談日
農地の取得、転用などlt山1;:1)地也間題てででJ川，
んでいる皆さ んのために lロ2月l日(ω村
午前 8時3却O分カか、 ら午後 5時3却O分まで、
市役所 2階農業委員会4事'i-'{務労局て戸t民ω;μJ地世
間題相談」 をf行子れし、ます。 お気事をにおで
かけ <tごさ L、

温泉気分が味わえる

寝たきり老人入浴サービス事業始まる・・・・・・…・・・2 ・3ページ
再任あいさ つ市長石井泉ーー...ー・・・・・・・ー・・・・・・・・..........・・・・・・・・・・・3ページ

使う火を消すまで離すな目と心

秋の火災予防運動11月26日仕)-12月 2日幽・・・・・・4 ・5ページ

塩尻地区健康相談会場を変更ー・ー・……・ー・ー…・一...…・ー・ーー・ 5ページ

じようずな暮らしに「みんなの生活展」を生かそう

11月25日幽-11月28日開)はていや百貨庖・・・・・・・・・・・・・・・ 6ページ

人権を守って明るい社会、 12月 2日幽から人権週間・・・・・・・・ 6ページ

主 な内 容
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寝
た
き
り
な
ど
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
待
望
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
十

一
月
か
ら
始
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
特
別
に
設
計
さ
れ
た
車
が
希
望
者
宅
を

訪
問
、
お
年
寄
り
を
寝
た
ま
ま
、
ま
た
は
車
い
す
で
別
所
温
泉
に
あ
る
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
「
長
寿
園
」
へ
、
同
園
の
寝
た
き
り
老
人
専
用
温
泉
プ
口
で
入

浴
す
る
も
の
で
、
す
で
に
利
用
し
た
お
年
寄
り
ゃ
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
「
温
泉

気
分
が
味
わ
え
、
と
て
も
気
も
ち
が
良
い
」
「
設
備
が
良
い
の
で
、
ら
く
に
入

浴
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
大
変
た
す
か
り
ま
す
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
入
浴
サ
ー
ビ

ス

事

業

は

、

「

老

お

年

寄

り
本
人
、
ま
た
は
家
族
の
協
力

人
の
た
め
の

明
る
い
ま
ち
推
進
事
業
」
だ
け
で
は
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
一
環
と
し
て
、
市
が
負
担
金
約
八
十
お
年
寄
り
に
、
定
期
的
に
入
浴
し
て
い

六
万
円
を
乏
人
福
祉
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
た
だ
く
と
と
も
に
、
家
族
の
皆
さ
ん
の

納
め
、
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
特
別
設
計
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
借
リ
て
行
う
も
の
で
て
い
ま
す
。

えつ_~ 755号 (貯編劇一一広報
755号~

車
イ
ス
を
各
一
基
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

シ
l
ト
の
座
席

一
つ
の
ほ
か
、
付
き
添

い
の
家
族
二
人
デ
来
事

ぞ
き
る
と
わ
、

入
J合
は
ド毎
室週

回
家
族
二
名
の

付
き
添
い
を
お
願
い

現
在
、
対
象
と
な
る
六
十
歳
以
上
の

寝
た
き
り
な
ど
体
の
不
自
由
な
お
年
寄

り
は
、
約
三
百
六
十
名
い
ま
す
が
、
入

浴
を
希
望
す
る
人
は
、
本
人
、
ま
た
は

家
族
の
方
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局

(
市
役
所
分
室
内
)
へ
申
込
ん
で
か

ら
入
浴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
浴
す
る
場
合
は
、
家
族
の
方
二
人

に
付
き
添
っ
て
入
浴
の
手
助
け
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
、
家
庭
奉
仕
員
、
保
健
婦
が
付
き

添
い
ま
す
。

?県
三下
;初
E温の
と泉
与入
?i谷
体

:
'二
-E
乞

f
l
-...... 
込みは

手目に
__/ 

動
か
せ
な
い
た
め
、
小
さ
な
家
庭
ブ
ロ

で
家
族
の
協
力
だ
け
で
入
浴
す
る
に
は

無
理
が
あ
り
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
入
浴

の
機
会
が
な
く
、
体
を
ふ
い
て
も
ら
う

程
度
で
「
な
ん
と
か
お
フ
ロ
に
入
れ
る

方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

で
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
温
泉
を
利
用
し
て
行

う
の
が
大
き
な
特
色
で
、
全
国
で
も
ま

れ
、
県
下
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

こ
れ
と
似
た
事
業
は
、
長
野
・
松
本

市
な
ど
で
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
、
フ
ロ
を
設
置
し
た
狭
い
草
の
中

で
入
浴
す
る
た
め
、
へ
ル
パ
ー
が
常
に

中
腰
の
作
業
と
な
り
か
な
り
の
重
労
働

が
し
い
ら
れ
る
こ
と
、
入
浴
す
る
お
年

寄
り
も
き
ゅ
う
く
つ
な
た
め
、
あ
ま
り

よ
い
気
分
が
得
ら
れ
る
い
よ
う
で
す
。

上
田
方
式
で
は
、
別
所
温
泉
の
特
別

で
く
だ
さ
い
。
〔
市
役
所
分
室
内
(
旧

図
書
館
)
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
八
八
〕

マイク ロパスに備え付 けてある左カ、らベッド、 車いす

叫
叫
吋
a

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
長
寿
国
」
の
温
泉

を
利
用
し
た
専
用
プ
ロ
が
利
用
で
き
る

た
め
、
あ
ま
り
広
い
浴
室
で
は
な
い
か

温
泉
気
分
も
味
わ
、
ぇ
、
ゆ
っ
た
り
し
た

気
持
で
入
浴
で
き
る
と
好
評
で
す
。

乗
車
は
体
に
あ
っ
た
方
法
で

お
年
寄
り
を
送
迎
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
は
、
リ
フ
ト
で
乗
車
で
き
る
べ
〆
ド

検
案
審
査
員
の
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の
一
環
と
し
て

市

カ

eF
担
重
S
f
イ

六
万
円
を
老
人
福
祉
開
発
セ
ン
タ
ー
へ

納
め
、
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
特
別
設
計
の

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
借
り
て
行
う
も
の
て

『

車
イ
ス
を
各

二
誌
、

リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ

号

シ

l
卜
め
座
席
一
つ
の
ほ
か
、
付
き
添

P
D
 
日

い

の
家
族
二
人
が
乗
車
で
き
る
た
め
、

第
お
年
寄
り
に
あ

っ
た
乗
車
方
法
が
選

べ

一
る
利
点
と
、
車
内
に
ゆ
と
り
が
あ
る
た

一

め

ゆ

っ
く
り
し
た
気
分
で
別
所
温
泉
ま

一

で
の
車
窓
が
楽
し
め
る
の
で
、
寝
た
き

一

り

な
ど
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
に
と

加闘

っ
て
、
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
と
な
る

朗
酬
こ
と
で
し
ょ
う
。

的
潮
昭
第たえつーベ3)ー一一昭和52年11月1.6日 守a 広報

た
だ
く
と
と
も
に
、
家
族
の
皆
さ
ん
の

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い

ま
す。

温
泉
入
浴

寝
た
き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
は
体
が

入
浴
は
毎
週
二
回

木
曜
日
と
土
曜
日

入
浴
の
方
法
は
、
毎
週
木
曜
日
と
土

曜
日
の
週
二
回
で
、
下
記
の
地
区
割
で

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
、

次
に
よ
り
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

六
十
歳
以
上
で
寝
た
き
り
、
ま
た
は

/戸，

申込みは

お早目に
-.....___/ 

体
が
不
自
由
な
人
で
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
。

〈
申
込
手
続

・
お
問
合
せ
〉

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に
あ
る
申

請
書

へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
医
師
の

診
断
書
を
添
え
て
同
事
務
局

へ
申
込
ん

さつ
石井

再任あい
上田市長

寄
り
も
き
ゅ
う
く
つ
な
た
め
、
あ
ま
り

よ
い
気
分
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

上
田
方
式
で
は
、

別
所
温
泉
の
特
別

で
く
だ
さ
い
。
〔
市
役
所
分
室
内
(
旧

図
書
館
)
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
八
八
〕

〔
実
錨
地
場
〕

第
一
週
M
H
東
部
、
南
部
、
中
央、

神

川
、
塩
尻
地
域
。

第
二
週

l
北
部
、
西
部
、
城
下、

川

辺
、
泉
田
地
域
。

第
三
週
u
H
豊
殿
、
神
科
、

第
四
週

1
塩
田
地
域
。

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
市
長
に
就
任
し
た

直
後
、
戦
後
最
大
の
地
方
自
治
財
政
の
危
機

に
遭
遇
し
ま
し
た
が
、
最
大
の
努
力
を
重
ね
、

ど
う
や
ら
そ
の
難
関
を
突
破
し
、
市
政
進
展

の
様
相
を
高
め
つ
つ
任
期
の
終
リ
を
迎
え
た

こ
と
は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
し

め
各
位
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
再
ひ
市
長
の
職
に
就
き
ま
し

た
が
、
前
途
は
必
ず
し
も
容
易
な
も
の
て
は

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
た
だ
全
力
を
投
じ
て
そ
の
職
責
を

果
し
た
い
、
そ
ん
な
覚
悟
で
市
政
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
格
別
な
る
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、

一再
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

泉

ス
はお

年
リ寄
フり，

トをー
で送
乗迎
車す

て'る
きマ
るイ
ぺク
ンロ
ド，・

検
察
審
査
員
の

縫
命
に
ご
協
力
を

川
西
地
域

五
十
三
年
度
検
察
審
査
会
審
査
員
の

候
補
者
名
簿
の
提
出
に
つ
い
て
、
上
回

検
察
審
査
会
か
ら
上
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
問

委
員
会
で
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら

百
六
十
七
名
の
方
々
を
無
作
為
に
抽
出

し
て
同
審
査
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
勾

抽
出
さ
れ
た
人
で
、
同
審
査
会
か
ら

審
査
員
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
法
に

定
め
ら
れ
た
入
、
以
外
の
人
は
引
き
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
め
刑
事
訴
訟
法
で
は
、
起
訴
、
不

起
訴
の
決
定
権
限
は
検
察
官
に
ま
か
さ

れ
て
い
て
、
起
訴
し
た
場
合
は
、
裁
判

所
の
判
定
が
く
だ
さ
れ
ま
す
が
、
不
起

訴
の
場
合
、
そ
の
適
否
を
チ
エ

y

ク
す

る
機
闘
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す

こ
の
チ
エ

y

ク
機
関
と
し
て
設
置
さ

れ
た
の
が
「
検
察
審
査
会
」
で
、
全
国

各
地
方
裁
判
所
の
管
轄
区
域
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
裁
判
官
や
検
祭
宵

な
ど
一
定
め
人
を
除
く
衆
議
院
議
員
の

選
挙
権
が
あ
る
人
の
中
か
ら
十
一
人
が

無
作
為
抽
出
で
選
ば
れ
、
告
訴
人
、
告

発
人
か
ら
の
申
立
て
が
あ
司
た
り
、
ま
た

審
査
員
の
過
半
数
の
議
決
が
あ
う
た
場

合
、
事
官
k

往
を
行
う
重
要
な
機
関
で
J
9
。

同
十
月
二
十
七
日
の
初
登
庁
の
朝
、
石
井
市
長
は
、
上
田
商
工
会
議
所
前
で
、
市
民
代
表
の
か
わ
い
い
お
嬢
さ
ん
か

ら

お

祝

い

の

花

作

er

・戸

川
Y

束
を
受
け
、
沿
道
の
市
民
の
祝
福
を
受
け
な
が
ら
登
庁
し
ま
し
た
。
市
役
所
前
で
は
、
祝
福
に
詰
め
か
け
た
市
民
の
皆
さ

ん

に

同

a
y
 
A
V

「
市
政
発
展
の
た
め
粉
骨
砕
身
、
力
の
か
ぎ
り
努
力
し
ま
す
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
市
役
所
六
階
大
会
議
室
に
職

J
W

N

員
を
集
め
「
選
挙
で
は
い
ろ
い
ろ
批
判
も
受
け
た
が
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
方
針
は
変
わ
り
な
い
。
職

員

も

戸
-w 

dr

市
政
進
展
の
た
め
協
力
し
、
最
大
の
努
力
を
は
ら
っ
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
、
二
期
目
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

Avb
 

d

v

(

写
真
は
、
市
民
の
祝
福
を
受
け
て
初
登
庁
す
る
石
井
市
長
)

d&
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口一口なす離で

を
ま

火

す

う

山

日

史

v
t

，々
l

秋の火災予防運動 E 
11 月~日佳~月2 日(金)

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
い

っ
せ

い
に
十

一
月
二
十
六
日
出
か
ら
十
二
月

報

二
日
凶
阻
ま

で一

週
間
行
わ
れ
ま
す
。

広

こ

の
運
動
は
、
暖
房
器
具
を
は
じ
め

一

大

量
の

火
気
を
使
う
冬
の
到
来
と
と
も

一
に
多
発
す
る
火
災
を
、
市
民
ひ
と
り
ひ

却
と
り
が
防
火
の
心
が
け
を
新
た
に
し
て

湖
…
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
人
命
や
財
産
を

臨

み
ん
な
で
守
ろ
う
と
行
う
も
の
で
す
。

幌
市
民
の
皆
さ
ん
、
家
庭
で
も
職
場
で

一

も

次

の
こ
と
が
ら
を
守
り
、
命
や
財
産

一

を

一
瞬
に
し
て
奪
う
火
災
を
な
く
し
ま

-
'
し
ょ
、つ
。

一
マ
家
庭
で

号

1
、
幼
児
、
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出

回

す
る

こ
と
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
。

n
，. 第

2
、
幼
児
、
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法

戸

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

755号~
えつ

3
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
行

い
宇
品
、
し
ょ
、っ
。

4
、
寝
タ
ハ

コ
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ

ぅ
。
ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

5
、
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
責
任

を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し

±
干
し
ょ
、っ
。

6
、
一
日

一
回
は
防
火
に

つ
い
て
反
省

ー
し
宇
?
し
ょ
、
っ
。

マ
職
場
で

1
、
職
場
ぐ
る
み
で
、
消
火
、
通
報
お

よ
び
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
消
防
用
設
備
を
総
点
検
し
、
い
つ

で
も
使
、え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

トみ

よ
プノ
。

3
、
非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

4
、
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
の
防

火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

5
、
雑
居
ビ
ル
入
居
者
は
、
共
同
防
火

に
つ
い
て
、
お
互
い
に
責
任
を
果
し

ま
し
ょ
う
。

みんな見ておこう

油火災消火実験

危険物の事故防止を目的と
した、 各種油火災の消火実験

を次に より行いますので、 大

勢の皆さん こ見学く ださい。

と きー12月 8日同午後

l時30分

とニ ろ=上堀地籍千曲川

市民運動公園

め

その時あなたがなすべき3つ

③早くにげる

発見がおそ く、煙が充満し始め

たときは 、早 〈ひなんしょっ 。

火

"= 
ヌL

厳

グラッときたら……
地震への備えを万全にしよう

⑧ 
消火器などの整備

地震で出火 した場合に備 え、次の よ うに消火の準備

をしておき まし ょう。

(1)消火用水の準備

@火災が発生したとき、初期消火に一番使われるも

のは、出火場所近くにあるバケツ一杯の水 です。 地震

が発生すると水道は止まると思われますめで、ふだんか

ら火を使う器具のそばに、バケツや適当な答器に消火

用水を用意し、いつでも使えるようにしておきましょう。

@バケツなどの水だけでは、消火しきれない場合も
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2
、
幼
児
、
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法

を
身
え
ま
し
ょ
う
。

F 
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与〉
人己!

1
j

す
m
な
と

日
は
こ

火災と地震のとき
どうするか、家族
で話しあって
おきましょう

えつーベ5)ー一一一一昭和52年11月16B 広報

煙
突
は
正
し
い
取
付
け
を
し
よ
う

:F1壁の貫通刷、 め
がね石(厚さlOcm)
を使いましょう。

2階以上には避難器具を
備えておきましょう。

少量危険物の貯蔵

附
掲近
示に
板標
を識
たと
て
る

と

1= 

ヌL

厳

少
量
危
険
物
貯
蔵
所

品

名

灯

油

数
量

0
0
4

ク

m
お

ン
l
て

タ
ら
し
。

ム
か
離
と

一
壁
上
こ

ホ
は
以
く

で
。
ブ
ん
一
せ
ιー
キ
小

ス
き

ら
き
で

カ
付
カ

日
置
と

l
装
こ

月
火
、
っ

日
消
使

年
動
ば

臼
自
れ

和
震
け

昭
耐
な

0台所は常に整理整頓を

忘れずに

oてんぷらをあげるときは、
鍋の前を離れないように

しよう。

"~ 耐震自動消火装置付き
ストーブ

消

地

し

油

q
u
a
n
i
F
ォ

守

を

川

め

が

ら

用

一
塩
尻
地
区
健
康
相
談
一

…

会

場

を

変

更

…

一
塩
尻
地
区
健
康
相
談

の
会
場
を
十
…

一
二
月
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
…

一
す
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
一

…
受
け
く
だ
さ
い
。

一

一
上
塩
尻
公
会
堂

l
第
一
・
第
三
火
曜
…

一
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時

一

一
三
十
分
ま
で
。

一

…
秋
和
公
会
堂
H
M
第
二

第

四

火

曜

日

一

一
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
一

一
十
分
ま
で
。

一

一
お
問
合
せ

1
保
健
予
防
課
保
健
相
談
一

一

毛

(
宮
@
四
一
O
O
内
線
二
九
O
一

…

有

線

②

O
七

二

二

一

上
田
郵
便
局
で

臨
時
職
員
募
集

上
田
郵
便
局
で
は
、
年
賀
ハ
ガ
キ
、

贈
答
用
小
包
め
区
分
け
や
配
達
作
業

を
行
う
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
、
早
自
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容
は
、
主
婦
、
女
子
高

校
生
は
区
分
け
作
業
。
一
般
男
子
、

男
チ
高
校
生
は
配
達
作
業
で
す
。

申
込
先
・
お
閉
会
せ

l
上
回
郵
便
局

庶
務
会
計
課
(
宮
@
O
O
七
七
)
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お

知

ら

せ

の

ベ

シ

じ
よ
う
ず
な
暮
ら
し
に

「
み
ん
な
の
生
活
展
」
を
生
か
そ
う

什
月
お
日
幽

l
n日
開
ほ
て
い
や
百
貨
庖

イ
ン
フ
レ
、
円
出
な
ど
に
よ
る
経
済

不
況
、
食
品
公
山
下
ぼ
な
ど
の
防
衛
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
明
る
く
健
康
で
じ
よ

う
す
な
暮
ら
し
を
考
え
よ
う
と
、
十
一
月

二
十
丘
日
幽
か
ら
二
十
八
日
間
ま
で
、

は
て
い
や
百
貨
庖
丘
階
催
し
場
で

「み

ん
な
の
生
活
展
」
が
聞
か
れ
ま
す
の
で

市
民
の
皆
さ
ん
大
勢
も
」
観
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
生
活
展
は
、
す
で
に
松
本
市
、

飯
田
市
、
岡
谷
市
で
聞
か
れ
、ど
の
会
場

も
大
勢
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

展
示
内
容
は
、
私
た
ち
の
蛋
白

(
た

ん
ぱ
く
)
源
と
し
て
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
「
二
百
カ
イ
リ
と
サ
カ
ナ
」

「
米
は
安
い
か
高
い
か
」
「
高
血
圧
と

糖
尿
病
、

肥
満
食
」
「
一

日
四
百
円
の

こ
ん
だ
て
」
「
手
作
り
弁
当
と
お
や
つ
」

な
ど
身
近
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
参
考
に
な

る
で
し
ょ
う
。

えつ_~ 755号 (事宛鋭敏耳)一一一広報

不
用
品
な
ど

百
円
均

一
で
即
売

こ
の
ほ
か
に
、
消
費
者
苦
情
相
談
、

生
活
相
談
、
健
康
相
談
な
ど
が
気
軽
に

受
け
ら
れ
る
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

。
家

庭
屯
化
製
品
、
浮
か
さ
、
く
つ
、
な
べ

か
ま
な
ど
家
庭
用
品
の
修
理
、
相
談
を

行
う
「
修
且
コ
ー
ナ
ー
」

。
手
軽
に
で

き
る
予
作
リ
お
や
つ
、
弁
当
な
ど
の
突

出
、
無
袋
、
有
袋
栽
培
リ
ン
ゴ
の
試
食

即
売
、
不
用
品
を
斤
円
均

一
で
即
売
す

る
「
即
売
実
演
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
多
彩

な
催
し
も
行
わ
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
生
活
展
は
、
物
価
、
公
害

生
活
環
境
な
ど
問
題
の
多
い
攻
作
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
よ
リ
よ
い
生
活
を
目

ざ
そ
う
と
、
消
費
者
、
農
業
者
、
事
業

者
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
か
ら
運

営
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
準
備
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
日
常
生
活
で
「
人
権
問

題
」
と
か
「
人
権
じ
ゅ
う
り
ん
」
な
ど

の
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
、

人
権
と
は
、
社
会
に
お
い
て
す

べ
て
の
人
聞
が
、
幸
福
な
生
活
を
送
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
や

自
由
で
す
。

今
年
も
、

こ
の
人
権
を
守
る
第
二
十

お

知

ら

せ

の

ベ

ι
ジ

九
回
人
権
週
間
が
十
二
月
四
日
間
か
ら

十
目
的
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は

個
人
は
も
と
よ
り
社
会
の
繁
栄
も
望
め

ま
せ
ん
。
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
お
互
い
に
人
権
の
尊
さ
を
認
識
し

他
人
の
権
利
を
犯
さ
な
い
よ
う
心
が
け

辛
子
し
ょ
、っ
。

法
務
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
法
務
局

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
常
に
人
権

擁
護
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
秘
密
厳
守
の

相
談
所
を
開
設

次
の
会
場

へ
特
設
相
談
所
を
設
け
ま

す
。
相
談
は
、

無
料
で
秘
密
を
厳
守
し

ま
す
の

で
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ

〈
と
き
・
と
ニ
ろ
〉

十
二
月
一
日
同
塩
田
公
民
館

十
二
月
二
日

掛

川

西

社

会
福
祉
セ

ン

タ
ー

十
二
月
五
日
間

北
天
神
町
公
会
堂

各
会
場
と
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
。

上
田
市
に
は
次
の
人
権
擁
護
委
員
の

人
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
い

つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

砥
石
種
次
き
ん

(
緑
が
丘
一

)
、
上

原
好
人
さ
ん
(
常
国
二
一
)
、
清
水
幹
崇

さ
ん

(岩
門
)、

掛
川
嘉
憲
さ
ん

(天

神
四
)
、
朝
日
松
司
き
ん

(
千
曲
町
)

お

知

ら

せ

の

ベ

坂
田
堅
こ
さ
ん

(大
屋
)
、
久
保
田
良

明
さ
ん

(
小
井
田

)、

飯
島
英
子
さ
ん

(築
地
)
、
小
池
恭
平
き
ん

(
手
塚
)

若
山
箕
嘉
九
さ
ん
(
奈
良
尾
)
、
小
泉

義
雄
さ
ん

(
小
島
)
、
積
山
勇
司
さ
ん

(仁
吉
田

)

務
金
属
学

問
気
軽
儲内容品

f
b母
宏
明
日い

上
回
商
工
会
議
所
第
一
会
議
室
で
、

次
に
よ
り
毎
月
税
務
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
無
料
で
秘
密
か
守
ら
れ
適
確
な

助
言
が
得
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
で
か
け
く
だ
さ
い

。

と

き

l
毎
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時

(
土
、
目
、
祝
祭
日
は

翌
日

)

相
談
員

l
関
東
信
越
国
税
局
平
林
栄

き
ん
、
長
野
派
遣
相
談
宮
永
原
慶
康

き
ん
、
同
福
島
滋
さ
ん
。

一
銭
能
尊
重
一月
風

一

一

れ
開明
初
日
rま
で
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
「
技
能
尊
重
月

間
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
技
能
は
一
生
の
宝
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
個
人
に
と

っ
て
も

国
に
と
っ
て
も
大
き
な
宝
で
す
。

皆
さ
ん
、
技
能
尊
重
の
趣
旨
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、
技
能
を
生
か
し
、
正

し
く
評
価
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う。

1日

げ

炉、ン

醤
一歳
身

k
p

g
w
B
b
A
 

襲
、
調

十
二
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左

表
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
す
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

検

吾~
回9

三歳児検診日程表

会場 上健康回 市 I塩康田母 f俄
センター センター

対象地区 新市内l日市内 塩回全区 | 

対象児 49年11月生
49年11月
-12月生

23日

乳児検診日程表
ム唱
上田市健康センター IE2U閉E会JE。v主H主 h川t西社会品i

センター

t"~1 4 か月 :t~ 9カ月児( ;か月児〈 4か月児
卜- 9 

IlUiL 東gll
1I1J[l 南部 IIIJ!l 南部
集泉田中 泉田 中央
地 神111 北部央 神111 ~t 部;

I量回全区 川丙会民

区伸 il 西部 神朴 商~f;

トーー 型的 i 城下 t里民 域下

噌国 52年 8月生 52年 3Mi223日生 5522年年83月片品z 
~日 i 14 1日 21日 ! 20日 13日
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